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研究成果の概要（和文）：本研究では、本質的に高次元の総実代数体の場合に、重要な数論幾何的対象であるポ
リログの研究を進めた。当初はEisenstein類と呼ばれるコホモロジー類を研究することを想定して研究を進めて
いたが、研究課題の途中で総実代数体に付随する代数トーラスのポリログを考えると良いことを発見し、ネコバ
ーとショルにより提唱されたプレックティック構造の理論を考えることで、総実代数体のHecke L関数の特殊値
を記述する新谷ゼータ関数の母関数を、ある種の総実代数体上のコホモロジー類として解釈することに成功し
た。

研究成果の概要（英文）：Our original goal was to study the polylogarithm in the case of totally real
 fields.  Our original goal was to study the polylogarithm via the Eisenstein class, but in course 
of our research, we realized the importance of a certain algebraic torus associated to a totally 
real field, and using the ideas from plectic structures proposed by Nekovar and Scholl, we succeeded
 in proving that the Shintani generating function which generates special values of Shintani zeta 
functions, defines a canonical class on the algebraic torus.

研究分野： 数論幾何学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
整数論において、総実代数体は最も基本的な有理数体、虚２次体についで、最も基本的な研究対象である。ま
た、有理数体と虚２次体の場合は対応する幾何学的対象は１次元であるが、総実代数体は高次元であることか
ら、初めて遭遇する本質的に高次元な場合と言って良い。この場合に対して、70年代より新谷によりHecke L関
数の特殊値を捉える新谷ゼータ関数とその母関数は研究されていたが、本研究では、この母関数をコホモロジー
類で解釈すると、標準的な類によって与えられるという画期的な成果を得た。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
整数論的に重要な量 L 関数の特殊値の関係は、Dedekind ゼータ関数の類数公式など、整数論
の分野において古くから注目されてきた。近年では BSD 予想、Deligne 予想、Beilinson 予想
など、代数多様体と L 関数の値の関係を予測する多くの予想が定式化された。Bloch-Beilinson-
加藤予想はこれらの予想を全て包括する非常に精密な予想である。 特定の代数多様体の場合に
この予想を解決するためには、この代数多様体の「整数論的な量」と「L 関数の特殊値」双方
の情報を持つ motivic（数論幾何的）な対象を構成する必要がある。この様な対象を具体的に
構成してその性質を調べることが、この予想の解決に向けた最初の重要な目標である。
Bloch-Beilinson-加藤予想の難しさは、この様な motivic な対象の一般的な構成方法が全く知
られていないことに由来する。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、Bloch-Beilinson-加藤予想の研究するための重要な motivic な対象として、様々な
代数群に対して定義される「ポリログ」と呼ばれる motivic な対象に注目し、この対象を具体
的に決定することを目指す。特に、総実代数体の Hecke L 関数の場合に対応するポリログの
様々な実現を具体的に決定する方法を研究目的として定めた。 
 
３．研究の方法 
総実代数体に対応するのは、Hilbert モジュラー多様体上の普遍アーベル多様体に付随するポ
リログである。この高次元のポリログを直接記述することは難しいことから、当初計画では、
過去にドイツ Regensburg 大学の G. Kings 教授行った、モジュラー曲線上の普遍楕円曲線のポ
リログをモジュラー曲線に引き戻して得られらた Eisenstein 類を具体的に決定する方向で研
究を進めていたが、Nekovar と Scholl のプレククティック構造に関する研究について考察して
行くうちに、総実代数体に付随する、ある種の代数トーラスの重要性に注目し、この総実代数
体の場合のポリログを具体的に決定する方向で研究を進めた。このために、プレクティック構
造の理論を整備し、さらにこの場合のポリログの de Rham cohomology を決定するために、総実
代数体の新谷ゼータ関数の理論の幾何学的解釈などについての研究を進めた。 
 
４．研究成果 
本研究の成果として、まず Nekovar と Scholl が提唱したプレクティック Hodge 構造の基礎理論を
整備することに成功した。特に、抽象的に定義される混合プレクティック Hodge 構造の圈の対象を、次元
分の重みフィルトレーションとホッジ フィルトレーションを伴う加群で具体的に書けることを示した。
また、この圈における Ext 群を具体的に記述することに成功した。さらに、重みフィルトレーショ ンが 1
つしか無い場合、どの様な条件を課すと本当に混合プレクティック Hodge 構造を与えるかを考察した。ま
た、Deligne-Beilinson コホモロジーを log Dolbeaut 複体を基軸とした具体的な複体で記述する研究を進め
た。そして、この記述を用いて、乗法群の直積のポリログを具体的に書く研究を進めた。この場合のポリ
ログ Hodge 実現は、1 次元の場合に現れる Bloch-Wigner-Ramakrishnann ポリログ関数を用いて表される 
Deligne-Beilinson コホモロジーの類であることを具体的に示した。これらの成果は論文にまとめて、学術
誌へ投稿した。また、これらの研究を通して、総実代数体に付随する代数トーラスの場合のポリログが、
総実代数体の Hecke L 関数と関係の深い、新谷ゼータ関数の特殊値の母関数と関係する可能性を示唆する
結果を得た。この結果は、こ の代数トーラスのポリログと総実代数体の Hecke L 関数の特殊値が関係す
ることを示唆する、重要な成果である。  
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